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も
み
じ
の
新
緑
が
眩
し
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
境
内
を
南
北
に
流
れ
る

宮
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
気
持
ち
よ
く
心
に
響
き
ま
す
。
こ
の
宮
川
に
は
二
カ
所
の
水

口
が
あ
り
ま
す
。
宮
奥
堰
堤
の
水
口
か
ら
の
水
路
は
、
御
本
殿
の
廻
り
を
北
側
か
ら
西

側
へ
と
沿
う
よ
う
に
進
み
、
参
集
殿
と
社
務
所
の
地
下
を
一
部
通
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

参
道
の
西
側
を
南
下
し
て
、
こ
と
ま
ち
池
に
至
り
ま
す
。
池
か
ら
は
太
鼓
橋
ま
で
進
み
、

花
菖
蒲
園
に
流
れ
ま
す
。
も
う
一
カ
所
の
斎
館
裏
か
ら
の
水
路
は
、
参
道
東
側
の
杉
や

檜
の
境
内
林
の
中
を
進
み
、
太
鼓
橋
に
て
合
流
し
ま
す
。
二
つ
の
水
路
は
約
三
五
〇
年

前
に
描
か
れ
た
神
社
周
辺
の
古
地
図
に
も
あ
り
、
境
内
林
へ
の
水
の
供
給
と
防
火
用
水

と
し
て
の
役
目
は
古
よ
り
何
ら
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
菖

蒲
園
に
至
っ
た
水
は
、
う
ま
し
水
と
し
て
初
夏
に
咲
く
可
憐
な
花
菖
蒲
を
育
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。 

　
御
本
殿
の
御
垣
内
に
は
「
真
名
井
」
が
あ
り
、
そ
の
水
は
神
事
と
古
式
神
酒
の
製
造

に
だ
け
使
わ
れ
ま
す
。
毎
日
ご
神
前
に
お
供
え
す
る
神
饌
を
調
理
す
る
建
物
の
南
側
に

あ
り
、
檜
皮
葺
の
屋
根
が
井
戸
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
正
月
寒
中
の
初
丑
の
日
の
丑
の
刻

（
午
前
二
時
）
に
汲
ん
で
お
祓
い
を
し
た
水
は
「
御
霊
水
」
と
い
わ
れ
、
家
の
四
隅
に

注
ぐ
と
年
中
火
難
が
な
く
安
泰
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
四
回
の
「
古
式
神
酒
」
の
製
造
で
は
、
先
ず
仕
込
み
の
前
に
真
名
井
の
水
温
を

測
り
ま
す
。
そ
の
後
、
蒸
さ
れ
た
米
と
糀
を
木
製
の
樽
に
入
れ
、
続
け
て
水
を
入
れ
ま

す
。
水
量
は
米
の
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
二
十
六
〜
四
十
㍑
程
で
す
。
添
え
仕
込
み
の

時
も
、
同
様
に
真
名
井
の
水
を
使
い
ま
す
。
そ
の
後
、
約
一
ヶ
月
で
熟
成
さ
れ
た
神
酒

は
、
祭
典
に
て
お
供
え
さ
れ
ま
す
。 

　
宮
代
伏
間
地
区
に
鎮
座
す
る
塩
井
神
社
に
は
、
「
塩
井
戸
」
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
の
記
録
に
よ
る
と
、
「
一
宮
山
中
に
あ
っ
て
、
何
時
も
干
満
が
あ
り
、
味
は
潮
の
よ

う
で
あ
る
。
大
雨
や
洪
水
で
塩
が
な
い
時
は
、
こ
の
塩
水
を
汲
ん
で
煮
て
、
お
供
え
の

塩
に
用
い
る
。」
と
あ
り
、
当
時
の
神
職
達
の
神
饌
調
達
の
苦
労
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
ま
た
、
四
月
の
例
祭
前
に
塩
井
神
社
で
は
、
「
垢
籬
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

浜
下
り
と
も
い
わ
れ
、
お
祓
い
の
お
祭
り
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
塩
井
戸
の
水
が
汲

ま
れ
神
社
に
持
ち
帰
ら
れ
、
神
職
及
び
舞
楽
人
は
例
祭
の
間
、
お
風
呂
に
そ
の
水
を
注

ぎ
浄
め
ま
す
。
一
方
、
塩
井
戸
の
水
は
胃
腸
の
薬
と
も
云
わ
れ
、
時
に
は
汲
ん
で
持
ち

帰
る
参
拝
者
の
方
も
居
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
様
に
神
社
で
は
様
々
な
形
で
杜
の
水
の
恵
み
を
受
け
て
い
ま
す
。
当
社
に
限
ら

ず
全
国
の
多
く
の
お
社
に
は
鎮
守
の
杜
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
懸
命
に
杜
を
守
る
努
力
を

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
神
社
の
護
持
発
展
の
た
め
、
今
後
も
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
戴
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

水
の
恵
み 

し
お  

い
　
ど 

ま
　
な
　
い 

ご  

れ
い
す
い 

こ   

し
き
し
ん
し
ゅ 

こ  

お
り 

さ
い 
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例
祭
の
斎
行 
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稚児行列奉仕者の皆様（4月18日） 神幸祭の獅子（4月18日） 

神幸祭の神宝捧持の皆様（4月18日） 

宮司以下参進（4月18日） 

古式舞楽「太平楽」の奉奏（4月17日） 

勅使役・松井晴山氏（4月18日） 

  
　
本
年
の
例
祭
は
四
月
十
七
日
（
土
）
よ
り

十
八
日
（
日
）
の
二
日
間
に
亘
り
、
諸
祭
典
・

行
事
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
四

月
中
旬
の
気
温
と
し
て
は
例
年
を
下
ま
わ
る

肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま

れ
例
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
七
日
は
、
前
日
祭
と
詠
歌
を
神
前
に
奉

告
す
る
献
詠
祭
、
氏
子
地
区
で
新
た
に
出
生

及
び
転
入
さ
れ
た
方
を
神
前
に
奉
告
す
る
氏

子
入
り
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

舞
殿
で
は
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
十
二
段
の
古
式
舞
楽
（
試

楽
）
が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

　
十
八
日
は
午
前
十
時
よ
り
、
静
岡
県
神
社

庁
長
・
富
知
六
所
浅
間
神
社
宮
司
櫻
井
豊

彦
様
を
始
め
書
家
・
杭
迫
柏
樹
様
、
日
本

画
家
・
鳥
居
禮
様
ほ
か
大
勢
の
皆
様
の
ご

参
列
を
戴
き
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
神
幸
祭
が
斎
行
さ
れ
、
神

輿
渡
御
・
勅
使
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

年
の
勅
使
役
に
は
、
森
町
観
光
協
会
長
・
松

井
晴
山
様
に
ご
奉
仕
を
戴
き
ま
し
た
。
ま
た

可
愛
ら
し
い
衣
裳
を
身
に
ま
と
っ
た
稚
児
の

奉
仕
者
達
は
長
い
お
祭
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
後
ま
で
一
生
懸
命
に
ご
奉
仕
を
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
十
八
日
が
本
日
と
な
る
古
式
舞

楽
は
午
前
十
一
時
よ
り
午
後
八
時
頃
ま
で
奉

奏
さ
れ
、
氏
子
の
安
泰
と
繁
栄
を
祈
願
い
た

し
ま
し
た
。 

　
境
内
で
は
、
新
茶
手
揉
み
の
実
演
・
弓
道

愛
好
会
に
よ
る
大
弓
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、

終
日
参
拝
者
に
て
賑
わ
い
ま
し
た
。 

ほ
ん 

び 
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ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場 

㈱
鈴
木
長
十
商
店 

㈱
ネ
ク
サ
ス 

か
ん
な
び 

㈲
太
田
茶
店 

保
食
や 

㈱
久
米
吉 

㈱
デ
イ
ト
ナ 

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院 

都
野
加
工
所
㈲ 

青
木
恒
産 

㈲
ア
マ
ノ 

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

日
本
温
装
工
業
㈱ 

松
田
歯
科
医
院 

魚
泰 

㈲
富
士
鉄
工 

㈲
大
寶
建
設 

金
山
化
成
シ
ズ
オ
カ
㈱ 

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場 

山
本
環
境
整
備
㈱ 

杉
本
金
属
工
業
㈱ 

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場 

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱
静
岡
工
場 

㈲
加
藤
は
つ
り
工
業
所 

太
雄
工
業
㈱ 

ぴ
あ
タ
ウ
ン 

シ
ャ
ト
ー
中
川 

菓
匠
あ
さ
お
か 

鈴
木
農
園 

㈱
伸
孝 

あ
さ
ひ
な
㈱ 

㈱
ダ
イ
ゴ 

㈲
す
ず
き
工
業 

㈱
鈴
木
建
装 

㈲
朝
比
奈
造
園 

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築 

石
橋
　
寛
一 

ユ
ー
シ
ン
㈲ 

野
口
園 

㈲
ウ
ォ
ー
ク 

亀
山
　
　
男 

㈲
オ
ー
キ
ッ
ト 

大
塚
彫
刻
工
芸 

鈴
木
土
建
㈱ 

㈲
今
泉
土
木 

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱ 

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ
㈲ 

ハ
マ
ネ
ツ
㈱
森
町
工
場 

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ 

遠
州
ボ
デ
ー
㈲ 

㈲
一
木
機
械
店 

㈲
大
井
製
作
所 

深
井
無
線
工
業
㈱
森
町
工
場 

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
㈱
静
岡
工
場 

か
ね
と
よ
㈱ 

ツ
カ
モ
ト
㈱ 

エ
ム
デ
ィ
ー 

㈲
桜
井
工
業
所 

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー 

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建 

内
山
商
会
山
梨
店 

家
本
工
務
店 

や
ま
ひ
ろ
㈱
関
東
工
場 

日
本
工
機
㈱ 

ア
カ
ネ
造
園
土
木
㈲ 

イ
ン
テ
リ
ア
村
松
㈲ 

山
田
建
設 

高
木
建
築 

高
木
工
業 

森
町
ゆ
ら
ら 

森
の
び
よ
う
し
つ 

鈴
伍
酒
店 

ヘ
ヤ
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ 

森
の
カ
フ
ェ 

ひ
だ
ま
り 

㈲
萩
原
造
園 

共
栄
土
建
㈲ 

袴
田
製
作
所
㈱
森
町
工
場 

百
々
や 

一
宮
郵
便
局 

暁
雲
窯 

㈱
ザ
・フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

㈲
石
田
茶
店 

㈲
鈴
木
次
郎
商
店 

㈱
島
商
店 

松
浦
製
茶
㈱ 

栗
田
商
店 

松
ヶ
谷
診
療
所 

遠
州
中
央
農
協
園
田
支
店 

入
鹿
ハ
ム 

山
本
美
容
院 

美
容
室
た
け
し
の
店 

田
中
屋
酒
店 

三
幸
産
業
㈱ 

家
本
建
機
工
業
㈱ 

木
創
工
房
　
森
童 

サ
ン
ワ
環
境
整
備
㈱ 

㈲
天
野
業
務
店 

美
容
室
な
か
ね 

東
京
理
容 

金
原
石
油 

す
ず
き
美
容
室 

㈲
西
尾
工
務
店 

豊
一
商
店 

デ
ー
フ
ラ
ッ
ト 

一
宮
米
店 

㈲
タ
カ
ギ
商
会 

佐
野
鳶
工
業 

㈲
北
島
電
気 

西
村
医
院 

渡
辺
防
水
工
事
㈲ 

さ
く
ら
水
道 

伊
藤
米
穀
店 

㈲
栄
産
業 

長
谷
川
建
具
店 

鈴
木
造
園
㈲ 

高
柳
米
穀
店 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン 

タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

㈱
川
口
組 

㈲
ナ
ガ
タ 

ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱ 

加
藤
修
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所 

大
場
　
満
明 

㈲
信
濃
精
密 

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン 

 

氏
子
各
地
区
よ
り
神
賑

料
の
ご
奉
賛
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

北
島
糀
店 

㈱
三
愛
工
芸 

㈱
阿
部 

倉
見
建
設
㈱ 

㈱
さ
の
や
会
館 

み
ど
り
写
真
館 

㈱
樹
生 

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁 

榛
葉
工
芸 

㈱
小
倉
商
店 

春
日
屋
青
果
店 

セ
コ
ム
㈱
磐
田
支
社 

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

　     

エ
ム・エ
ス・
シ
ー 

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社 

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

常
陸
神
宝
㈱ 

リ
リ
ー
フ
㈱ 

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス 

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス 

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店 

㈱
三
永 

㈲
久
志
本 

㈲
小
島
屋
松
鶴 

京
都
奉
製
㈱ 

大
石
糀
店 

岡
野
建
設
㈱ 

大
沼
建
設
㈱ 

㈱
長
谷
川
製
作
所 

㈲
政
和
電
気 

㈲
破
魔
矢
奉
製
所 

㈲
丸
井
紙
店 

森

町

 

茨
城
県 

栃
木
県 

森

町

 

袋
井
市 

森

町

 

掛
川
市 

森

町

 

島
田
市 

森

町

 

袋
井
市 

磐
田
市 

 

袋
井
市 

兵
庫
県 

東
京
都 

茨
城
県 

森

町

 

磐
田
市 

森

町

 

福
島
県 

森

町

 

東
京
都 

袋
井
市 

京
都
府 

森

町

 

森

町

 

森

町

 

埼
玉
県 

森

町

 

神
奈
川
県 

山
梨
県 

白
幡
　
富
幸                 

大
場
　
　
篤                 

天
野
智
加
志 

小
澤
　
廣
一 

大
場
　
詞
信 

北
嶋
　
恵
介 

内
藤
　
明
廣 

高
木
　
　
誠 

鈴
木
　
勝
幸 

鶴
見
　
俊
之

小
林
　
　
　 

大
塚
　
静
雄 

村
上
　
　
慎 

村
松
　
徹
也 

建
部
　
春
久 

大
場
　
隼
磨 

大
場
　
滉
太 

高
木
　
凱
矢 

佐
藤
　
瑞
樹 

小
池
　
竜
矢 

小
川
　
正
恭 

朝
比
奈
　
斉 

山
本
　
一
幸 

鈴
木
　
勝
浩 

嶋
田
　
秀
邦 

狩
野
　
高
士 

鈴
木
　
昌
人 

西
尾
　
　
享 

成
瀬
　
満
雅 

佐
野
　
泰
隆 

野
口
　
雅
人 

白
幡
磨
佐
彦 

鶴
見
　
和
弘 

岩
瀬
　
公
紀 

塩
澤
太
佳
夫 

鈴
木
　
裕
也 

内
山
　
敬
浩 

村
松
浩
一
郎 

 

           

副
指
南
役 

行
　
事 

師
　
匠 

     

師
匠
見
習

衣
裳
方 

 

稚
　
児 

   

太
平
楽 

   

色
　
香 

   
安
　
摩 

 

二
の
舞 

   

陵
　
王 

納
蘇
利 

獅
　
子 

舞楽人一同（4月17日） 

巫女舞 稚児舞 太平楽 

大場　滉太・高木　凱矢 
佐藤　瑞樹・小池　竜矢 

村上　　慎・村松　徹也 
建部　春久・大場　隼磨 

岩満　夏海・鈴木みさと 
板倉　永奈・村松　牧歩 

指
南
役 

（
敬
称
略
） 

古
式
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名 

（
敬
称
略
） 

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞 

    

奉
仕
者
御
芳
名 



  

　
五
月
六
日
（
木
）
午
前
十
一
時
、
本
宮
山

の
頂
（
五
一
一
メ
ー
ト
ル
）
に
鎮
ま
り
ま
す

奥
磐
戸
神
社
に
て
本
宮
山
青
葉
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
は
雨
天
で
し
た
が
本
年
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
若
葉
に
飾
ら
れ
た
御
本
殿
の
前
に
は

五
十
名
余
の
登
拝
者
に
ご
参
列
戴
き
ま
し
た
。

祭
典
後
に
は
神
札
を
頒
か
ち
、
庁
屋
に
て
古

式
神
酒
の
ど
ぶ
ろ
く
や
鰹
の
刺
身
な
ど
が
振

る
舞
わ
れ
、
直
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
庁
屋
前
に
あ
る
石
鳥
居
よ
り
新
緑
の
美
し

い
山
々
と
遥
か
に
遠
州
灘
を
望
み
な
が
ら
、

風
薫
る
本
宮
山
で
爽
や
か
な
一
時
を
お
楽
し

み
戴
き
ま
し
た
。 

4

献
茶
祭
の
斎
行 

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行 

  

　
四
月
四
日
（
日
）
、
恒
例
の
一
宮
さ
く
ら

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
の
桜
は
三
月

中
旬
頃
の
暖
か
さ
に
よ
り
開
花
が
順
調
に
進

み
、
さ
く
ら
祭
開
催
に
は
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
な
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
春
の
行
楽
日
和

と
な
り
、
大
勢
の
参
拝
者
や
お
花
見
の
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
拝
殿
前
の
舞
殿
で
は
琴
、

尺
八
の
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
、
奏
で
ら
れ
る

美
し
い
音
色
が
辺
り
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

枝
垂
れ
桜
付
近
に
設
け
ら
れ
た
お
茶
席
で
は
、

春
ら
し
い
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
門
前
の
特
設

舞
台
で
は
、
詩
吟
、
手
踊
り
や
生
バ
ン
ド
の

演
奏
、
ダ
ン
ス
等
様
々
な
演
目
が
披
露
さ
れ
、

多
く
の
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。 

一
宮
さ
く
ら
祭
の
開
催 

平成22年6月1日 第29号 玉 垂  

本宮山青葉祭（5月6日） 

端午祭にて「しょうぶ」の授与（5月5日） 

献茶祭のお手前（4月22日）中山かほる氏（左）・紋谷光江氏（右） 

一宮さくら祭・友銭会社中（4月4日） 

端
午
祭
の
斎
行 

  
　
四
月
二
十
二
日
（
木
）
午
前
十
時
よ
り
献

茶
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
献
茶
祭
は
、
小
國
神
社
献
茶
会
が
茶

業
の
振
興
を
祈
り
、
お
茶
を
神
饌
（
お
供
え

物
）
と
し
て
献
上
す
る
祭
典
で
す
。
当
日
は
、

森
町
茶
商
組
合
組
合
長
・
献
茶
会
会
長
鈴
木

康
之
様
を
始
め
森
町
長
村
松
藤
雄
様
な
ど
大

勢
の
皆
様
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
祭
典
の
中
で
は
献
茶
式
が
行
わ
れ

煎
茶
道
黄
檗
弘
風
流
　
中
山
か
ほ
る
様
、
紋

谷
光
江
様
に
よ
り
お
手
前
の
ご
奉
仕
を
い
た

だ
き
、
滞
り
な
く
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

  

　
端
午
の
節
句
の
五
月
五
日
（
水
）
午
前
十

時
よ
り
、
「
こ
ど
も
祭
」
を
斎
行
い
た
し
ま

し
た
。 

　
昨
年
一
年
間
に
当
社
で
命
名
い
た
し
ま
し

た
お
子
様
と
ご
家
族
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、

身
体
健
全
・
無
事
成
長
の
ご
祈
願
を
い
た
し

ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
、
柏
餅
と
菖
蒲
の
葉

等
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。 

　
端
午
の
節
句
の
日
に
、
菖
蒲
湯
に
入
る
こ

と
に
よ
り
、
邪
気
を
祓
い
無
病
息
災
に
な
る

と
伝
わ
れ
て
い
ま
す
。 

お
う
ば
く
こ
う
ふ
う
り
ゅ
う 
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「拝殿前大提燈」・「御神燈」の奉納 鈴木愛子氏ご一同「拝殿・四神旗」の奉納 

田邊　悟氏　彫刻「大國様像」の奉納 

幟（円田地区） 

大寶建設　大場喜久司氏「拝殿用黒折敷」の奉納 

沖縄・波上宮正式参拝（2月24日） 

  

　
隔
年
お
き
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
振
興
会

研
修
旅
行
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
を
初
め
て

利
用
い
た
し
ま
し
た
。 

　
二
月
二
十
四
日
（
水
）
、
打
田
文
博
宮
司
、

岩
瀬
静
夫
振
興
会
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
総

勢
二
十
二
名
に
て
空
路
沖
縄
県
入
り
し
、
一

日
目
に
波
上
宮
、
翌
日
は
普
天
満
宮
を
正
式

参
拝
い
た
し
ま
し
た
。
各
社
の
宮
司
様
に
よ

る
由
緒
説
明
や
境
内
案
内
等
手
厚
い
お
も
て

な
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
日
目
は
摩
文

仁
の
丘
に
あ
る
「
平
和
の
礎
」
ま
た
「
静
岡

の
塔
」
を
訪
れ
、
戦
没
者
を
追
悼
い
た
し
ま

し
た
。 

　
三
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
沖
縄
に
残

る
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
満
喫
し
た
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

ー 

幟 

ー

の
ぼ
り

   

　
神
社
に
お
い
て
年
間
を
通
し
斎
行
さ
れ
る

祭
典
の
中
で
、
特
に
二
月
の
祈
年
祭
・
四
月

の
例
祭
・
十
一
月
の
新
嘗
祭
は
大
き
な
祭
と

な
り
ま
す
。
文
字
通
り
「
大
祭
」
と
い
わ
れ

御
本
殿
の
御
扉
が
開
か
れ
る
な
ど
通
常
と
は

祭
祀
の
形
式
が
異
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
大
祭
を
迎
え
る
に
あ
た
り
広

く
祭
礼
を
告
げ
る
た
め
、
参
道
に
建
つ
二
基

の
鳥
居
の
付
近
に
氏
子
の
方
に
よ
り
幟
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。
参
道
入
口
の
鳥
居
付
近
に
は

毎
回
、
宮
代
地
区
が
組
ご
と
に
回
り
番
で
ご

奉
仕
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
参
道
奥
の
鳥
居
付

近
に
は
、
円
田
地
区
よ
り
例
祭
に
限
り
組
ご

と
に
回
り
番
で
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
幟

上
げ
」
が
行
わ
れ
る
と
、
境
内
は
一
気
に
お

祭
り
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。 

　
祭
典
斎
行
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
諸
準
備

も
、
氏
子
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
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小國神社名誉宮司水野修次大人命の合同葬（4月26日） 

花菖蒲の開花 

  

　
一
宮
花
菖
蒲
園
は
六
月
二
十
日
（
日
）
ま

で
の
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
春
先
よ
り

寒
暖
の
差
が
あ
り
全
国
的
に
も
作
物
の
被
害

が
多
く
報
じ
ら
れ
、
境
内
の
植
物
に
も
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
花

菖
蒲
の
新
芽
は
着
実
に
す
く
す
く
と
伸
び
、

次
々
と
開
花
し
て
い
ま
す
。 

　
古
代
の
森
と
謳
わ
れ
る
豊
か
な
自
然
を
背

景
に
約
一
二
〇
〇
坪
の
園
内
で
は
一
三
〇
余

種
の
早
生
・
中
手
・
晩
生
の
花
々
が
色
と
り

ど
り
に
咲
き
競
い
、
六
月
上
旬
ご
ろ
見
頃
を

迎
え
ま
す
。 

　
ご
参
拝
の
折
、
初
夏
の
ひ
と
と
き
を
是
非

お
楽
し
み
下
さ
い
。 

  
　
去
る
四
月
二
日
午
後
七
時
他
界
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
尚
、
名
誉
宮
司
様
の
ご
葬
儀
は
小

國
神
社
・
水
野
家
の
合
同
葬
に
よ
り
、
四
月

二
十
六
日
（
月
）
に
森
町
・
神
誠
会
館
に
お

い
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
戦
後
の
混
乱
が
神
社
界
に
押
し
寄
せ
て
い

る
厳
し
い
状
況
の
中
、
昭
和
三
十
三
年
に
宮

司
に
就
任
さ
れ
、
四
十
一
年
の
長
き
に
亘
り
、

ひ
た
す
ら
御
神
徳
の
宣
揚
と
神
社
の
興
隆
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
御
本
殿
屋

根
替
え
等
社
殿
の
造
営
事
業
に
多
大
な
ご
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
植
林
や
植

樹
に
も
力
を
注
が
れ
、
四
季
折
々
の
植
物
の

育
成
に
も
ご
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
名
誉

宮
司
様
に
お
寄
せ
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
対

し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹

ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

　
六
月
三
十
日
（
水
）
午
後
三
時
よ
り
夏
越

の
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。 

　
大
祓
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
無
意
識
の

う
ち
に
、
心
や
体
に
つ
い
た
罪
や
け
が
れ
を
、

身
代
わ
り
と
な
る
人
形
（
形
代
）
に
移
し
、

川
に
流
し
て
祓
い
清
め
る
神
事
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
特
に
夏
越
の
大
祓
で
は
、
梅
雨
の

時
期
に
多
い
流
行
病
や
疫
病
に
か
か
る
こ
と

な
く
、
暑
い
夏
を
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う

に
と
茅
の
輪
く
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
く
ぐ

り
方
は
、
茅
の
輪
の
手
前
で
「
蘇
民
将
来
」

と
三
回
唱
え
、
左
右
左
と
（
８
の
字
を
書
く

よ
う
に
）
三
回
く
ぐ
り
ま
す
。 

　
当
日
ご
参
列
い
た
だ
け
れ
ば
神
職
と
と
も

に
お
祓
い
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
家
族
の
皆
様
お
揃
い
で
お
申
し

込
み
の
上
、
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
上
げ
ま
す
。 

　
皆
様
ご
一
緒
に
お
祓
い
を
し
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
を
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　
小
國
神
社
社
務
所
　
祭
儀
課
大
祓
係 

夏
越
の
大
祓
式 
当
社
水
野
名
誉
宮
司
様
他
界 

花
菖
蒲
の
開
花 

夏越の大祓式「茅の輪神事」（平成21年6月30日） 大宝殿への階段に手すりの設置（4月17日） 



7

平成22年6月1日 第29号 玉 垂  

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

一

日

 

六

日

 

十
一
日 

十
八
日 

二
十
三
日 

二
十
五
日 

二
十
五
日 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 

十
三
日 

十
八
日 

三
十
一
日 

三
十
一
日 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

甲
子
祭 

月
次
祭 

境
内
地
譲
渡
記
念
祭 

愛
宕
神
社
例
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
八
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

十
八
日 

十
八
日 

十
八
日 

二
十
三
日 

二
十
五
日 

三
十
一
日 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

滝
宮
社
例
祭 

初
穂
献
納
祭 

鎮
火
祭 

天
長
祭 

煤
払
祭 

大
祓
式
・
除
夜
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
半
） 

（
午
後
三
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
一
時
） 

（
午
後
三
時
） 

九

日

 

十
七
日 

十
八
日 

十
八
日 

白
鬚
神
社
例
祭 

神
嘗
奉
祝
祭
・
神
嘗
祭
遙
拝
式 

月
次
祭 

福
神
像
頒
布
式 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

一

日

 
三

日

 
六

日
 

七

日
 

十

日

 

十
五
日 

十
八
日 

十
九
日 

二
十
一
日 

二
十
三
日 

 

二
十
七
日 

二
十
八
日 

月
次
祭 

明
治
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

山
神
社
例
祭 

甲
子
祭 

七
五
三
祝
祭 

月
次
祭
・
稲
祭 

疫
神
齋 

地
鎮
祭 

新
嘗
祭 

奉
納
農
産
物
品
評
会 

紅
葉
祭
・
山
芋
賞
味
会 

も
み
じ
ま
つ
り 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
時
） 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

甲
子
祭 

月
次
祭 

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式 

御
柱
祭 

敬
老
祭
安
心
祭 

 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

 

一

日

 

六

日

 
 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

袋
井
市 

浜
松
市 

掛
川
市 

浜
松
市 

磐
田
市 

森
　
町 

掛
川
市 

袋
井
市 

平
塚
市 

浜
松
市 

掛
川
市 

磐
田
市 

掛
川
市 

磐
田
市 

袋
井
市 

浜
松
市 

磐
田
市 

袋
井
市 

浜
松
市 

磐
田
市 

掛
川
市 

磐
田
市 

磐
田
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

磐
田
市 

森
　
町 

掛
川
市 

御
前
崎
市 

森
　
町 

  

相
澤
　
歩
輝 

村
松
　
　
駿 

藤
田
　
華
帆 

桑
原
　
実
沙 

土
井
　
聖
大 

岡
本
　
陵
助 

櫻
井
　
裕
梨 

山
田
　
祥
菜 

福
川
　
り
こ 

小
坂
　
理
乃 

深
田
か
の
ん 

鈴
木
　
春
陽 

岡
部
　
琉
生 

佐
藤
菜
々
実 

渥
美
佳
奈
穂 

大
野
　
陽
平 

大
庭
　
小
空 

鈴
木
　
韻
生 

太
田
　
菜
穂 

鈴
木
　
花
果 

赤
堀
　
瑠
耶 

岩
本
　
宗
磨 

岩
本
　
卓
磨 

鳥
居
竜
之
介 

山
西
　
　
凛 

今
村
　
美
結 

安
西
　
春
陽 

阿
部
　
伊
吹 

本
多
　
未
麗 

鈴
木
　
せ
な 

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名
を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。 

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

初甲子祭の特別神事（3月15日） 

参集殿玄関横のどうだんつつじ（4月18日） 

巫
女 

高
橋
　
亜
弓 

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日 

　
〜
平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日 



平
成
二
十
二
年
六
月
一
日 

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
二
十
九
号 

題
字
揮
毫
　
神
社
本
廳
元
総
長
　
工
藤
　
伊
豆 

発
　
行

 
 

小
國
神
社
社
務
所 

郵
便
番
号
　
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

住
　
所
　  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一 

電
話
番
号
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七 

印
　
刷
　   

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー 

8

「
小
國
の
杜
・
点
描
」 

拝殿前の霧島つつじ（4月21日） 

神徳殿前の紫蘭（5月6日） 

豊田合成（株）松原彰雄会長ご参拝（3月1日） 

大宝殿玄関前の整備事業（4月17日） 斎館前の枝垂れ桜（3月27日） 

事待池のやぶでまり（5月7日） 

表
紙
写
真
に
つ
い
て 

編

集

後

記

 

　
平
成
二
十
二
年
四
月
十
八
日（
日
）午
後
二
時
に

斎
行
さ
れ
た
神
幸
祭
に
て
の
「
古
式
舞
楽
行
列
」

を
撮
影
い
た
し
ま
し
た
。
例
祭
期
間
中
、舞
楽
の

稚
児
は「
神
様
の
子
供
」
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
て
い

る
た
め
、行
列
中
は
ご
父
兄
に
肩
車
さ
れ
て
お
り
、

稚
児
自
身
で
は
歩
か
な
い
こ
と
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

○
『
玉
垂
』二
十
九
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
四

月
・
五
月
の
主
な
祭
事
を
ご
報
告
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。
特
に
例
祭
は
二
年
続
け
て
の
晴
天
と

な
り
、諸
祭
典
・
諸
行
事
も
滞
り
な
く
進
捗
す

る
と
と
も
に
、日
曜
日
と
も
重
な
っ
た
た
め
、大

勢
の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

○
昨
年
末
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
「
お
知
ら
せ
」
と
「
季
節
の
便
り
」
と
い

う
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
当
社
の
情
報

を
お
伝
え
し
よ
う
と
努
め
て
お
り
ま
す
が
、氏

子
崇
敬
者
の
皆
様
方
よ
り
の
ご
意
見
・
耳
寄
り

な
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

平成22年6月1日 第29号 玉 垂  


